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だった。いわゆる抽象表現主義が、 ジャクソン ポロッ やヴィレム・デクーニン、マーク・ロスコー、リー・クラズナーらの先導により、世界的な価値をもつものとして評価され、並行して進展したポップ・アートへ向かう動きと もに現代芸術の基盤となる大変革を主導した。　
音楽の領域においても、ジョン・ケージらによる音楽の概念
的基盤の変革と並んで、チャーリー・パーカーとディジー・ガレスピーに先導された「ビバップ」が 従来のジャズ ポピュラー音楽を一変させた。アフリカン・アメリカンの平等な社会的権利を求める公民権運動とも相関しながら ビバップはやがて、アメリカ音楽の 革と隆盛を導くことになる。　
しかしながら、 「アメリカ芸術」あるいは「アメリカ文学」 「ア




Playing Difference: The Possibilities of Contemporary American Music, KATO Yuji
やカポーティの作品は、キャラクターの内面を探求する形式をとっていたし、ビート派の代表作であるジャック・ケルアックの『路上』も、父の探求、家族、ダブリングなどをテーマとする点で古典的である。しばしば指摘されるように、絵画における抽象表現主義に ポロックの個性や男性性と連想される、芸術家主体の感性や感覚を重んじる傾向がみられた。モダン・ジャズの始まりである「ビバップ」も アレンジによる演奏を基本とするオーケストラに近い形式を脱 たとはいえ、旧来的な、コード進行に基づいた演奏の枠組みを大きく逸脱することはなかった。

















































えれば、その音楽と思想におけ 現代性がより広い芸術の領域に関わっていたことが理解され はずである 現代アメリカの芸術、殊に音楽について思索することは、上に提示し 芸術と解釈のアポリアに新 な光 あて、芸術一般 現代におけるその意義を再検討する足掛かりとなる。たとえばジャズを研究することは、文学を研究すること以上の試練を要求するのかもしれない。ケージのナンセンスが通常 は異なった意味でのシリアスさを孕んでいたのと同じように。
